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と
く
し
丸
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事
業
開
始
か
ら
1
年
！
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2紀州農語り 2

【
キ
ヌ
サ
ヤ
な
ど
】

効
率
よ
く
、
自
分
に
合
っ
た
農
業
を
！

産
地
ブ
ラ
ン
ド
に
誇
り
を
も
っ
て
、
守
り
続
け
る

梅2ha、柑橘類60a、水稲20aを、
両親、奥さんと共に4人で
栽培しています。今年、
キヌサヤの栽培に
挑戦しました。

みなべ町晩稲

平井　康
やす

仁
ひと

さん（32才）
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今
年
4
月
、
実
家
の
農
業
を
継
ぐ
た
め
、

東
京
か
ら
み
な
べ
町
に
戻
り
ま
し
た
。
就
農

し
て
す
ぐ
に
、
梅
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
。

幼
い
頃
か
ら
、
農
業
に
は
慣
れ
親
し
ん
で
い

た
康
仁
さ
ん
で
す
が
、
今
年
は
雹
害
に
よ
っ

て
、
梅
の
生
産
量
の
約
7
割
が
被
害
を
受
け

て
い
ま
し
た
。「
自
然
相
手
は
大
変
」
だ
と

痛
感
し
た
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
家
族
で
農
業
経
営
に
取
り
組
む
中
、

限
ら
れ
た
人
員
で
生
産
で
き
る
量
に
は
、
ど

う
し
て
も
限
り
が
あ
る
、
と
感
じ
た
康
仁
さ

ん
。
現
在
は
生
産
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
よ

り
も
、
今
あ
る
資
源
の
中
で
、
効
率
よ
く
栽

培
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
梅
、
柑
橘
類
、
豆
類
な
ど
、
複
数
の
作

物
を
同
時
に
栽
培
す
る
の
は
作
業
が
重
な
る

こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
が
、
ひ
と
つ
の
作
物

が
被
害
を
受
け
た
時
、
他
作
物
で
カ
バ
ー
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
話
し
ま
す
。

今
年
は
キ
ヌ
サ
ヤ
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
普
段
、
梅
を
干
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
を
利

用
し
、
土
作
り
を
し
て
、
10
月
上
旬
に
播
種

を
行
い
ま
し
た
。
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
、

12
月
頃
に
収
穫
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

栽
培
に
つ
い
て
は
両
親
に
教
わ
り
な
が

ら
、
研
修
や
栽
培
講
習
会
に
も
参
加
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
色
々
な
こ
と
を

学
び
、
良
い
栽
培
方
法
を
常
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
作
物
を
栽
培
す
る
な
か
で
、
特
に
重
要

だ
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
品
質
管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
で
す
。
先
人
達
が
作
り
上
げ
た
産

地
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
、
防
除
や
、
選
果・

選
別
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。「
品

質
を
落
と
す
こ
と
は
、
自
分
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
産
地
全
体
の
問
題
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
」
と
常
に
考
え
な
が
ら
、
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
自
家
販
売

に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
。
今
年
の
よ
う
な
自

然
災
害
は
こ
れ
っ
き
り
で
あ
っ
て
ほ
し
い

が
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
良

い
栽
培
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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自
然
相
手
の
大
変
さ
を
痛
感

キ
ヌ
サ
ヤ
栽
培
に
挑
戦
！

産
地
ブ
ラ
ン
ド
を

守
り
続
け
る
！

経
験
を
活
か
し
て

良
い
栽
培
に
！



4特　集

移
動
販
売
事
業
「
移
動
ス
ー
パ
ー
・
と
く
し
丸
」
を
開
始
し
、
1

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

「
と
く
し
丸
」
は
、
平
成
27
年
9
月
14
日
、
由
良
・
美
浜
・
日
高
町

で
1
号
車
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
同
年
10
月
27
日
、御
坊
市
・

日
高
川
町
で
2
号
車
、
平
成
28
年
5
月
20
日
に
は
、
み
な
べ
町
で
3

号
車
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
く
皆
様
に
、
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◀�▲家の前で、お店が開きます。
　　とくし丸が来るのを待って
　　くれているお客様もいます。

安心と
笑顔を
届けます

　1年前は緊張の連続、なかな
か笑顔で接することができませ
んでした。今では誰もが顔なじ
み、お客様から「今度あれ持っ
てきて～」と明るい声が飛び交
います。今後は、今まで以上に
お客様の好みを把握して、その
日その日のお客様の要望にお答
えできるように、品揃えに気を
遣い、「助かるよ」と言ってく
れるお客様の笑顔にたくさん出
会いたいです。

1 年前は何もかもに必死で、
休憩する間もなく、バタバタと
時間が過ぎていきました。今で
は「とくし丸」がやってくるの
を、おしゃべりしながら待って
くれているお客様が増えまし
た。正直、毎日時間に追われ、
クタクタになる日もありました
が、こんなに笑顔で喜んでくれ
るお客様が待ってくれている、
その思いを噛み締めて、これか
らも頑張ります。

　車に乗り出して 5ヶ月、昔か
らの思いがあり、やってみたい
仕事のひとつでした。全く知ら
ない道・町・人、そんな中での
スタートでしたが、嫌なことを
言われることがなく、行く度に
「ありがたい」「おおきによ」と
感謝の言葉を頂きます。お客様
の反応を目の前で確認でき、疲
れを忘れるほどの笑顔を見る
と、本当にこの仕事について良
かったと思っています。

1号車
由良・美浜・
日高地区担当

池田　博之

2号車
御坊・日高川
地区担当

北岡　正敏

3号車
みなべ地区
担当

上田　収一

管内を走る3台の『とくし丸』！
販売スタッフをご紹介します。

『とくし丸』事業開始から1年！
買物困難者を救い、高齢者を見守る！
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「
と
く
し
丸
事
業
」
を
開
業
し
、
買
物
に
不
自
由
さ
れ

る
高
齢
者
を
助
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
高
齢

者
の
見
守
り
に
取
り
組
み
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
売
上
も
予
想
を
上
回
る
販
売
と
な
っ
て
い

ま
す
。
1
年
前
、
新
規
事
業
の
責
任
者
と
し
て
色
々
と

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
常
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
近
隣

の
商
店
主
人
全
員
、
各
町
商
工
会
に
も
出
向
き
膝
を
交

え
な
が
ら
話
を
し
て
、〈
共
存
〉
を
基
本
に
「
と
く
し
丸

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
開

業
し
て
1
年
で
す
が
、
県
内
外
の
Ｊ
Ａ
か
ら
視
察
研
修

の
要
望
が
あ
り
、
今
回
で
11
Ｊ
Ａ
目
の
視
察
で
す
。「
と

く
し
丸
事
業
」
の
地
域
見
守
り
活
動
、
買
物
弱
者
の
救

済
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

経
験
し
た
事
を
思
う
ま
ま
皆
様
に
説
明
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
年
早
々
4
号
車
を
導
入
し
、
地
域
住
民
の

願
い
に
耳
を
傾
け
、
地
域
に
手
を
差
し
伸
べ
、
行
政
と

連
携
し
な
が
ら
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
こ
と
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
紀
州
が
拠
点
と
な
っ
て
組

合
員
・
地
域
住
民
の
絆
を
深
め
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

①
食
を
守
る
、
②
命
を
守
る
、
③
職
を
創
る
、
と
い

う
3
つ
の
目
的
を
理
念
と
し
、
利
用
者
に
「
売
り
過
ぎ

な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
と
販
売
ス
タ
ッ
フ
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
利
用

者
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
置
い
て
い
る
、
究
極
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
と
く
し
丸
事
業
に
つ
い
て
、
片
山

忍
購
買
店
舗
担
当
常
務
理
事
か
ら
、
事
業
開
始
に
至
っ

た
経
緯
、
販
売
の
現
状
、
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
各
地
に
拡
大
し
て
い
る
「
と
く
し
丸
」。

A
コ
ー
プ
を
拠
点
に
「
と
く
し
丸
」
を
運
営
す
る
Ｊ

Ａ
紀
州
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
Ｊ
Ａ
が
視
察
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

10
月
26
日
に
は
、
北
海
道
の
道
南
・
後
志
・
日
胆
・

石
狩
地
区
14
Ｊ
Ａ
の
理
事
・
参
事
な
ど
26
人
が
訪
れ
ま

し
た
。（
株
）と
く
し
丸
の
住
友
達
也
社
長
が
講
演
し
、

「
と
く
し
丸
」
の
特
徴
や
利
点
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し

た
。

「
と
く
し
丸
」開
業
一
年
を
む
か
え

て
の
心
情
と
、今
後
の
抱
負

「
と
く
し
丸
」の
基
本
理
念

全
国
に
広
が
る
「
と
く
し
丸
」

県
内
外
Ｊ
Ａ
の
視
察
を
受
け

入
れ
!

購
買
店
舗
担
当
常
務
理
事
　
片
山
　
忍

◀�当ＪＡのとくし丸事業を
　説明する片山常務

▼�とくし丸を見学する
　視察参加者

（株）とくし丸
住友達也社長による講演▼�▶︎
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●稲原中学校
　9月 26 日、全校生徒 31人で、稲刈りをしました。10

月 14日には、稲はちをしました。

●切目小学校
　9月 30日、全校児童 95人で、稲刈りをしました。

●和佐小学校
　10月 4日、全校児童 67人で、稲刈りをしました。

●湯川小学校
　9月 29日、5年生 51人が、バケツ栽培の稲を収穫し、

脱穀、もみすりを体験しました。

●御坊幼稚園
　9月 30日、袋栽培の大根の種まきをしました。

●いなみこども園
　10月 14日、大根の種まきをしました。

JAでは、地域の子ども達の食農教育を支援しています。青年部、営農指導員、
各支店職員、くらしの活動課職員らがお手伝いしています。

食農教育支援
～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～

トピックス   JA kishu 2016 TOPIX
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　9月 27 日、女性大学ヴィーナスは、第 3回講座を開き、受講生

16 人が参加しました。第 3回講座は、管内の歴史と文化に触れる

内容です。

　道成寺を拝観し、小野俊成住職による『安珍・清姫』伝説の絵と

き説法を聞き、受講生らは熱心に耳を傾けていました。続いて、「ぴ

かいちの里」の金﨑まゆみさんを講師に招き、日高町特産の黒竹 (く

ろちく )を使って、細工品を作り上げました。

女性大学ヴィーナス　第3回講座
『安珍・清姫』よみがえる歴史＆黒竹細工に挑戦！

▲清川展示会

▲高城展示会

▲黒竹細工を器用に組み立てていきます▲小野住職の絵巻説法を聴講（掲載承諾済）

　
金㟢まゆみさん▶︎

　10 月 19 日、よい食プロジェクトの一環で、地産地消

を呼びかけました。みなべ町で収穫した里芋約 80袋と、

よい食プロジェ

クトのチラシ等

を、Aコープみ

なべの利用客に

配布しました。

よい食プロジェクト
地産地消を呼びかけ

御坊商工会等で作る宮子姫実行委員会により、第 5代

目宮子姫として当 JA金融部金融課の堀内友里加さん（写

真右）、（株）紀陽銀行の

吉田美咲さんが選ばれま

した。10 月 1 日から 1

年間、宮子姫として、御

坊・日高地域の各イベン

トに参加します。

第5代目宮子姫に
金融課　堀内さん選ばれる

　10 月 8日に清川事業所、10 月 15 日に高城出張所で、

展示会を開きました。両地区ともたくさんのお客様にご

参加いただきました。

各地区で展示会にぎわう
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8トピックス

◦みなべいなみ豆部会

9 月 16 日、みなべロイヤルホテルで総会を開き、生産

者約 170 人が参加しました。

◦中央　アイコバラ部会

10 月 12 日、がいなポートで目揃え会を行いました。

◦みなべいなみミニトマト部会

10 月 7日、通常総会を開きました。

10月 14日、「優糖星」「赤糖房」「王糖姫」それぞれの

目揃え会を行い、生産者約 100 人が参加しました。

◦みなべいなみスイカ部会

10 月 12 日、　総会を開きました。

◦キュウリ選果スタート

10 月上旬から、キュウリの出荷が始まりました。10

月 19 日には、美浜胡瓜選果場のキュウリ選果機の稼働

が始まりました。

選果・出荷は来

年 7 月頃まで続

きます。

◦中央柑橘部部会　ゆら早生目揃え会

9 月 28 日、川辺果樹選果場でゆら早生の目揃え会を開

き、生産者

約 120 人が

参加しまし

た。

◦由良柑橘撰果場

10 月 1 日、ゆら早生の選果作業が始まりました。10

月 3日には、久保秀夫組合長、由良町長、生産者代表らが、

東京都の大

田市場にて、

トップセー

ルスに参加

しました。

◦川辺果樹選果場

10 月 4 日、ゆら早生の選果作業が始まりました。10

月 6日には、芝光洋専務、日高川町長、中央柑橘部会長

らが、大阪中

央青果にて、

ゆ ら 早 生 の

初売りセレモ

ニーに参加し

ました。

◦土壌分析

9 月 27 日、111 園地の土壌分析を行いました。定期的

に土壌分析を行っておりますので、ご活用下さい。

その他

◦�中央花き

　花木部会

9 月 26 日、キイ

ジョウロウホトトギ

スの目揃え会を開き

ました。

花き類

営農販売トピックス

野菜類 柑橘類
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9 あぐりガイド

あ り

ド

ぐ

イガ

早
生
、
中
生
温
州
の
収
穫

い
よ
い
よ
本
格
的
な
収
穫
時
期
を
迎

え
ま
す
。
収
穫
時
は
丁
寧
に
扱
い
、
ホ

ド
は
低
く
切
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
へ
は
8

分
目
程
度
に
入
れ
る
な
ど
、
果
実
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

本
年
は
夜
温
が
高
く
推
移
し
た
た
め
、

ヤ
ガ
の
被
害
果
多
く
見
ら
れ
ま
す
の

で
、混
入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

腐
敗
防
止
剤
の
散
布

本
年
産
の
温
州
み
か
ん
は
、
9
月
の

長
雨
の
影
響
で
酸
度
が
下
が
り
す
ぎ
、

栽
培
品
種
に
つ
い
て

管
内
で
は「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ（
極
早
生
）」

が
中
心
で
す
が
、
本
年
は
登
熟
期
の
夜

温
度
が
高
か
っ
た
事
も
あ
り
多
く
の

「
心
白
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｊ
Ａ
で
は
、
収
穫
期
は
キ
ヌ

ヒ
カ
リ
に
比
べ
約
２
週
間
遅
い
も
の

の
、玄
米
品
質
の
良
い
「
き
ぬ
む
す
め
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
営
農
指
導
員
に
ご
相

談
下
さ
い
。

柑
橘
類

梅
園
管
理
に
つ
い
て

白
紋
羽
病
防
除

枯
れ
た
樹
の
根
は
、
掘
り
上
げ
て
園

外
に
出
し
て
下
さ
い
。

う 
め

大
変
腐
り
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
収
穫
前
に
は
必
ず
腐
敗

防
止
剤
を
散
布
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

散
布
後
降
雨
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

使
用
基
準
内
で
再
散
布
し
て
下
さ
い
。

秋
肥
の
施
用

施
用
時
期
は
11
月
中
で
す
。
こ
れ
か

ら
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
時
期
で
す
の

で
、
遅
く
な
れ
ば
樹
体
へ
の
吸
収
が
悪

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
マ
ル
チ
被
覆
園

で
は
除
去
後
速
や
か
に
、
化
成
肥
料
を

施
用
し
て
下
さ
い
。
柑
橘
施
肥
基
準
例

を
参
考
に
施
用
し
て
下
さ
い
。

防除時期 対象病害虫 薬剤 倍数 収穫前日数
／使用回数

収穫前 貯蔵病害

ベンレート水和剤 4,000倍 前日／4回
又は

トップジンM水和剤 2,000倍 前日／5回
ベフラン液剤25 2,000倍 前日／3回

品種 目的 使用時期 倍数 使用回数

柑橘
（中晩柑）

へた落ち防止 収穫開始予定日の
20～10日前 2,000 倍

～
3,000 倍

1回
後期落果防止 着色期～収穫

20日前まで
※着色前および着色初期には、着色遅延の恐れがあるので使用しない。

中晩柑の落果防止剤散布　マデック EW の使用方法（展着剤加用）

温州みかん

定
植
時
に
苗
木
に
、
フ
ロ
ン
サ
イ
ド

Ｓ
Ｃ　

500
倍
を
1
本
当
た
り
50
～
100
ℓ

潅
注
し
て
下
さ
い
。

新
植
・
補
植
穴
の
準
備
（
1
穴
当
た
り

の
土
壌
改
良
資
材
の
施
肥
例
）

•�

苦
土
セ
ル
カ
2
号
（
2
㎏
）
又
は
苦

土
石
灰
（
2
㎏
）

•�

ハ
イ
フ
ミ
ン
（
20
㎏
）
又
は
ア
ヅ
ミ

ン
（
2
㎏
）
を
施
用
し
て
、
土
と
よ

く
混
和
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•�

梅
一
発
（
14
︱
11
︱
13
）
180
日
タ
イ

プ
を
1
穴
あ
た
り
1
㎏
入
れ
ま
し
ょ

う
。

苗
木
の
定
植

•
高
畝
に
し
て
植
え
る
。

•
接
木
部
は
、
必
ず
地
上
部
に
出
す
。

•
定
植
後
、
潅
水
す
る
。（
20
ℓ
／
本
）

•
植
栽
は
、
年
内
中
に
行
う
。

１m
1.5～2m

0.5m

0.5m

深植えに
ならない

表層

土地改良資材

水 

稲
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土
つ
く
り
（
根
を
元
気
に
！
安
定
生
産

の
た
め
の
重
要
な
対
策
で
す
）　

秋
～
冬
は
土
つ
く
り
の
時
期
で
す
。

特
に
石
灰
は
酸
性
の
矯
正
だ
け
で
な

く
、
梅
は
石
灰
の
吸
収
量
が
多
く
、
根
・

枝
・
果
実
様
々
な
器
官
に
多
く
利
用
さ

れ
ま
す
。毎
年
必
ず
施
用
し
て
下
さ
い
。

排
水
対
策

排
水
不
良
園
・
水
田
転
換
園
等
の
園

地
で
は
、
排
水
対
策
が
必
要
で
す
。
こ

の
時
期
に
明
き
ょ
や
暗
き
ょ
を
実
施
し

て
下
さ
い
。
ま
た
地
下
水
位
の
高
い
場

所
等
に
つ
い
て
は
、
客
土
等
も
実
施
し

て
下
さ
い
。

黒
星
病
多
発
園

近
年
、
一
部
園
地
で
（
多
湿
園
・
気

流
が
停
滞
す
る
園
な
ど
）
黒
星
病
が
多

発
し
ま
し
た
。

多
発
し
た
園
地
に
つ
い
て
は
、

◦
12
月
中
旬
頃
ま
で

石
灰
硫
黄
合
剤
10
倍
で
越
冬
病
斑
を

土つくり資材（10ａ当たり）
牛糞堆肥 2,000㎏

しがらき有機 2,000㎏

ココピートオールド 60袋

ハイフミン 200㎏

アヅミン 100㎏

土壌改良剤（10ａ当たり）
苦土セルカ2号 120㎏

苦土石灰 100㎏

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

（�

花
が
膨
ら
ん
で
く
る
と
薬
害
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
）

（
防
護
メ
ガ
ネ
・
カ
ッ
パ
・
手
袋
着
用
）

◦
3
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

ス
コ
ア
顆
粒
水
溶
剤
を
散
布

整
枝
・
剪
定

【
剪
定
の
順
序
】

①�

主
枝
（
1
番
太
い
枝
）
の
先
端
よ
り

行
い
ま
す
。

②
亜
主
枝
・
側
枝
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

③�
細
か
い
部
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、太
い
不

必
要
な
枝
の
間
引
き
に
心
掛
け
ま
す
。

④�

主
枝
は
2
～
3
本
・亜
主
枝
は
主
枝
に

対
し
て
2
～
3
本
を
基
本
と
し
ま
す
。

幼
木
～
8
年
生
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
形
づ
く
り
】

開
心
自
然
型
を
基
本
と
し
て
、主
枝
・

亜
主
枝
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
、
枝
の

先
端
を
下
垂
さ
せ
な
い
樹
形
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。特
に
、同
年
枝
（
車
枝
）を

整
理
し
、枝
の
切
り
返
し
に
努
め
ま
す
。

成
木
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
勢
維
持
・
高
品
質
果
実
生
産
】

成
木
に
な
る
と
毎
年
安
定
し
た
生
産

量
を
確
保
す
る
た
め
に
、（
樹
間
7
～

8
ｍ
・
10
ａ
当
た
り
16
～
20
本
）
を
目

指
し
密
植
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

太
い
枝
を
少
な
く
、
内
部
に
日
光
を

当
て
て
結
果
枝
を
多
く
し
、新
梢
発
生
・

2
～
3
年
枝
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
結

果
枝
の
切
り
返
し
を
多
め
に
行
い
、
古

く
な
っ
た
結
果
枝
（
4
年
枝
以
上
）
は

更
新
し
ま
す
。
特
に
毎
年
着
果
の
多
い

枝
で
は
、切
り
返
し
剪
定
を
多
く
行
い
、

着
果
制
限
に
努
め
ま
す
。

①�

主
枝
の
先
端
：
充
実
し
た
芽
ま
で
切

り
返
し
、
新
梢
の
発
生
を
促
す
。

②�

主
枝
の
確
立
：
先
端
が
下
垂
し
て
い

る
場
合
は
徒
長
枝
を
切
り
返
し
、
新

し
い
主
枝
を
作
る
。

③�

亜
主
枝
づ
く
り
：
第
１
亜
主
枝
は
、

主
枝
の
分
岐
部
よ
り
1
ｍ
程
度
と
す

る
。
枝
先
端
は
発
生
基
部
よ
り
下
垂

さ
せ
な
い
。

④�

同
年
枝
の
剪
除
：
車
枝
は
樹
形
と
樹

勢
を
乱
す
た
め
、
整
理
す
る
。

⑤�

成
木
の
剪
定
：
不
必
要
な
太
枝
（
内

向
枝
・
平
行
枝
・
下
垂
枝
･
直
上
枝
・

徒
長
枝
）
を
間
引
き
剪
定
す
る
。

１年生～２年生

※�主枝は同じ場所から２本出さないように注意する。

40㎝
80㎝60

３年生～４年生

※�あまり早く、亜主枝
をとらない。
※�主枝を立てて根を
深く入れる。

50～60℃

約１m

※�主枝・亜主枝の先端の処理は必ず 
   1本にし、40㎝程度に切り返す。

主枝（切り返し）
1/3～2/3
太さに応じて

不必要な太枝

�主枝・亜主枝の先端を１本とし先端を
切り返す

先端を△角形に
なるよう、
剪定する。

下垂枝交叉枝

内向枝
平行枝

徒長枝
直上枝
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●
豆
類

○
抑
制
ウ
ス
イ

　

霜
が
早
い
場
所
で
は
霜
害
で
莢
が
白

く
な
り
ま
す
の
で
、
11
月
中
旬
を
目
処

に
生
長
点
の
摘
芯
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◦�
主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
1
本
と
し
、

必
ず
切
り
返
す
。

◦�

側
枝
は
3
年
以
上
結
果
す
る
と
、
枝

が
黒
ず
ん
で
先
端
の
み
に
結
果
す
る

た
め
、
新
し
い
緑
色
の
側
枝
に
更
新

す
る
。

◦�

枝
の
先
端
を
切
り
返
し
て
、
結
果
枝

の
増
加
を
図
る
。

樹
勢
の
弱
い
樹
の
剪
定

徒
長
枝
の
発
生
が
少
な
く
、
細
か
い

枝
が
多
い
樹
勢
の
弱
っ
た
樹
は
切
り
返

し
剪
定
や
切
り
戻
し
剪
定
に
よ
り
、
若

い
枝
を
発
生
さ
せ
樹
勢
回
復
と
大
玉
果

づ
く
り
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

＊�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
切
り
戻

し
剪
定
し
、
側
枝
の
よ
う
な
細
か

い
枝
も
2
分
の
1
程
度
に
切
り
戻

し
、
剪
定
し
て
樹
勢
の
回
復
に
努

め
て
下
さ
い
。

○
ハ
ウ
ス
う
す
い

　

基
本
的
に
、12
月
ま
で
発
生
す
る
側
枝

は
除
去
し
て
下
さ
い
。1
ｍ
当
た
り
20
本

程
度
に
な
る
よ
う
整
枝
し
て
下
さ
い
。

○
キ
ヌ
サ
ヤ

　

整
枝
本
数
が
20
～
25
本
に
な
る
よ
う

に
整
枝
し
、
倒
伏
さ
せ
な
い
よ
う
支
柱

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
整

枝
し
た
場
合
は
、
収
穫
サ
イ
ク
ル
が
早

く
な
り
ま
す
の
で
収
穫
遅
れ
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

草
勢
調
整

開
花
数
が
多
く
な
る
と
着
莢
が
多
く

な
り
、
草
勢
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
、
適
期
収
穫
、
追
肥
を
施
用
し
草

勢
の
維
持
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
よ
う
菜
類

　

本
年
度
は
9
月
、
10
月
の
悪
天
候
に

よ
り
定
植
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
ま

で
の
栽
培
管
理
に
お
い
て
は
追
肥
時
期

な
ど
に
つ
い
て
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。

○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

防
除
薬
剤

　

出
蕾
時
に
降
雨
が
多
い
と
、病
気（
組

織
内
べ
と
病
や
黒
腐
れ
病
等
）
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

病害虫名 薬剤名 倍数 収穫日数／回

ヨトウムシ

コナガ

アファーム乳剤 1000～
2000倍 3日／3回

フェニックス顆粒水和剤 2000～
4000倍 前日／2回

プレバソンフロアブル5 2000倍 前日／3回
黒腐病
花蕾腐敗病 Zボルドー 500倍 －

べと病

ランマンフロアブル 2000倍 3日／3回

ダコニール1000 1000倍 出蕾前但し、収穫21日前／2回以内

フォリオゴールド 1000倍 出蕾前但し、収穫21日前／2回以内

収
穫
時
期
が
近
付
い
て
き
ま
し
た
の

で
、
も
う
少
し
の
間
、
気
を
緩
め
ず
栽
培

管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

追
肥
は
花
蕾
が
少
し
見
え
始
め
た
頃

に
、
千
代
田
化
成
等
で
10
ａ
当
た
り
2
袋

程
度
施
用
し
て
下
さ
い
。

収
穫

　

し
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
選
び
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
キ
ャ
ベ
ツ

※�

追
肥
は
生
育
に
応
じ
て
、
そ
の
時
々
施

用
し
て
下
さ
い
。

　

Ｎ
Ｋ
化
成　

又
は　

千
代
田
化
成
2
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
10
ａ

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

定
植
後
、
結
球
が
始
ま
る
頃
ま
で
に
、

追
肥
、
中
耕
、
土
寄
せ
、
防
除
を
2
～
3

回
行
い
ま
す
。
追
肥
は
畝
の
肩
に
施
し
て
、

土
寄
せ
を
し
ま
す
。
水
は
け
の
悪
い
所
で

は
、
高
畝
に
し
て
過
湿
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

雨
日
が
続
け
ば
黒
腐
れ
病
、
細
菌
病
、

軟
腐
病
等
の
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
適

期
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

野 

菜
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○
な
の
は
な

※�

追
肥
は
生
育
に
応
じ
て
、
切
ら
す
こ
と

な
く
そ
の
時
々
施
用
し
て
下
さ
い
。

　

Ｎ
Ｋ
化
成　

2
袋
／
10
ａ

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

な
の
は
な
は
、
肥
料
を
多
く
必
要
と
し

ま
す
の
で
、
追
肥
は
こ
ま
め
に
や
る
よ
う

追
肥

　

今
年
は
悪
天
候
に
よ
り
、
発
根
が
悪
い

う
え
に
、
老
化
苗
を
定
植
し
生
育
が
悪
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
、
年
明
け
以

降
収
穫
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
定
植
後
14

～
20
日
（
外
葉
が
重
な
る
ま
で
）
に
追
肥

Ｎ
Ｋ
2
号
10
ａ
当
り
2
袋
（
40
㎏
）
を
畦

の
中
心
施
用
し
て
下
さ
い
。

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

黄
化
葉
巻
病
に
つ
い
て

台
風
で
ビ
ニ
ー
ル
を
外
さ
れ
た
方
の
圃

場
を
中
心
に
、
黄
化
葉
巻
病
や
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。発
生
園
で
は
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
薬
剤
散
布
を
行
っ
て
、

注
意
し
て
下
さ
い
。

黄
化
葉
巻
病
が
発
病
し
た
場
合
は
、
直

ち
に
株
元
か
ら
切
断
又
は
引
き
抜
き
、
土

中
へ
埋
め
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
密
閉
し

て
燃
え
る
ゴ
ミ
へ
出
す
な
ど
適
正
に
処
理

し
て
下
さ
い
。

露
地
栽
培
で
は
、
ま
も
な
く
栽
培
が
終

了
し
ま
す
が
、
終
了
後
そ
の
ま
ま
残
渣
を

放
置
し
ま
す
と
、
隣
接
圃
場
へ
の
被
害
拡

大
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

終
了
後
は
薬
剤
散
布
を
行
っ
た
あ
と
、
速

や
か
に
後
片
付
け
を
行
っ
て
下
さ
い
。

①
草
勢

8
〜
9
月
定
植
の
圃
場
で
は
収
穫
が
本

格
的
に
始
ま
っ
て
き
ま
す
。
着
果
が
進
む

と
、
草
勢
も
落
ち
る
た
め
、
摘
果
（
花
）

作
業
を
中
心
に
草
勢
の
維
持
に
努
め
て
下

さ
い
。

②
追
肥

草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
穴
肥
を
中
心
に

施
用
し
て
下
さ
い
。

③
誘
引

光
を
確
保
す
る
た
め
に
低
温
期
の
誘
引

○
レ
タ
ス

病
害
虫
防
除

病害虫名 薬剤名 倍数 収穫日数／回

ヨトウムシ

コナガ

トレボン乳剤 1000～
2000倍 3日／3回

フェニックス顆粒水和剤 2000～
4000倍 前日／3回

アファーム乳剤 1000～
2000倍 前日／3回

プレバソンフロアブル5 2000倍 前日／3回
軟腐病 Zボルドー 500倍 －

べと病 フォリオゴールド 800～
1000倍 14日／2回

※病害虫の発生が見られたら、速やかに防除するよう心掛けましょう。

に
し
て
下
さ
い
。水
は
け
の
悪
い
所
で
は
、

高
畝
に
し
て
過
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
風
の
強
い
と
こ
ろ
は
株
が
倒

れ
や
す
い
の
で
、
土
寄
せ
を
し
っ
か
り
行

っ
て
下
さ
い
。

病害虫名 薬剤名 倍数 収穫日数／回

コナガ フェニックス顆粒水和剤 2000～
4000倍 前日／2回

ヨトウムシ
アファーム乳剤 1000～

2000倍 7日／2回

プレバソンフロアブル5 2000倍 前日／3回

軟腐病 Zボルドー 500倍 －

べと病 ダコニール1000 1000倍 出蕾前
但し21日前／3回

薬剤名 倍数 収穫日数／回

ヨトウムシ
アクセルフロアブル 1000～2000倍 前日／3回

フェニックス顆粒水和剤 2000〜4000倍 前日／2回
プレバソンフロアブル5 2000倍 前日／3回

斑点細菌病 カスミンボルドー 1000倍 7日／4回

菌核病

灰色かび病

シグナムＷＤＧ 1500倍 14日／1回
アフェットフロアブル 2000倍 1日／3回
ファンタジスタ顆粒（水） 2000〜3000倍 3日／3回

アブラムシ類
ウララＤＦ 2000倍 1日／2回

コルト顆粒（水） 3000〜4000倍 1日／3回



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�トラブルの暗示。わがままは控え、思いやりや気遣いを忘れずに。また、愚痴や不満より、感謝の言葉を伝えて　
【健康運】食べ過ぎやすい時期。腹八分目の徹底を　【幸運を呼ぶ食べ物】そば乙女座 8/23～

9/22

13 あぐりガイド

施
設
栽
培
品
目
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

切
れ
な
い
、
汚
れ
た
は
さ
み
で
の
採

花
は
切
花
品
質
の
低
下
に
繋
が
り
ま
す

の
で
、
綺
麗
な
、
よ
く
切
れ
る
は
さ
み

を
使
用
し
て
下
さ
い
。

花
き
類

●
ス
タ
ー
チ
ス

採
花
に
つ
い
て（
特
に
黄
、ピ
ン
ク
等

の
灰
色
か
び
病
に
弱
く
株
枯
れ
し
や
す

い
品
種
）は
、薬
剤
が
か
か
り
や
す
い
よ

う
に
茎
を
高
め
に
残
し
、採
花
後
は
灰
色

か
び
病
の
防
除
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
換
気
も
行
い
、
灰
色
か
び
病
予

防
を
し
て
下
さ
い
。

乾
燥
す
る
と
ホ
コ
リ
ダ
ニ
の
発
生
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
予
防
し
て
下
さ
い
。

草
勢
を
見
な
が
ら
、
追
肥
し
て
下
さ

い
。（
早
生
系
品
種
は
株
疲
れ
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
特
に
注
意
）

春
の
お
彼
岸
ま
で
に
、
で
き
る
だ
け

多
く
採
花
す
る
た
め
に
は
、
早
目
か
ら

加
温
を
行
い
、
生
育
（
芽
吹
き
）
を
促

進
さ
せ
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
ソ
ウ

開
花
時
期
の
潅
水
は
、
花
首
の
伸
び

に
影
響
し
ま
す
が
、
控
え
す
ぎ
る
と
ア

ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
や
枝
の
充
実
、
葉

先
焼
け
と
影
響
が
出
ま
す
の
で
、
発
蕾

時
は
潅
水
を
控
え
、採
花
時
期
に
は
徐
々

に
潅
水
を
行
う
イ
メ
ー
ジ
で
管
理
し
て

下
さ
い
。

開
花
時
期
の
蒸
込
は
花
首
を
伸
ば
す

等
、
品
質
の
低
下
や
開
花
遅
れ
に
も
繋

が
り
ま
す
の
で
、
日
中
の
換
気
を
十
分

に
行
っ
て
下
さ
い
。

し
か
し
直
接
生
風
を
当
て
る
と
、
花

色
、
茎
に
ア
ン
ト
シ
ア
ン
が
発
生
し
ま

す
の
で
、
特
に
ハ
ウ
ス
北
側
の
開
閉
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

ロ
ゼ
ッ
ト
防
止
、
伸
長
促
進
、
開
花

促
進
の
為
、
電
照
を
行
い
ま
す
が
、
開

花
期
ま
で
電
照
し
て
お
く
と
花
首
や
節

間
が
徒
長
し
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
不
足
に
繋

が
り
ま
す
の
で
、
生
育
に
応
じ
て
消
灯

し
て
下
さ
い
。

●
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

草
勢
を
つ
け
る
た
め
に
側
芽
や
巻
き

ひ
げ
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
整
理

し
て
下
さ
い
。

花
を
残
し
て
い
く
の
は
草
勢
が
安
定

し
て
か
ら
行
い
、
ま
た
草
勢
を
弱
ら
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
千
両

収
穫
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
近

年
11
月
で
も
害
虫
に
よ
る
食
害
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

下
さ
い
。

着
色
が
始
ま
れ
ば
計
画
的
に
採
花
し
、

実
が
落
ち
な
い
よ
う
に
慎
重
に
運
搬
、

結
束
作
業
を
行
い
、
綺
麗
な
水
で
水
揚

げ
を
行
っ
て
下
さ
い
。

角
度
は
や
や
高
め
と
し
、
着
果
位
置
を
少

し
で
も
高
い
場
所
へ
持
っ
て
く
る
よ
う
調

整
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
葉
や
果
実
に
光

が
当
た
る
よ
う
に
、
誘
引
間
隔
も
き
っ
ち

り
開
け
ま
し
ょ
う
。

④
病
害
虫
対
策

昨
年
う
ど
ん
こ
病
や
葉
か
び
病
の
発
生

が
大
変
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も

9
月
に
曇
雨
天
が
続
い
た
影
響
で
、
葉
か

び
病
や
す
す
か
び
病
の
発
生
が
既
に
確
認

さ
れ
て
お
り
、
今
後
ハ
ウ
ス
を
閉
め
始
め

る
と
病
気
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ

ま
め
な
摘
葉
や
予
防
的
な
薬
剤
散
布
な
ど

早
め
の
対
策
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
ピ
ー
マ
ン

管
理ピ

ー
マ
ン
は
生
育
初
期
の
草
勢
が
大
切

で
す
。
徒
長
さ
せ
ず
年
明
け
ま
で
に
生
長

点
が
誘
引
の
横
線
ま
で
到
達
さ
せ
、
節
数

を
確
保
す
る
た
め
、
強
め
の
誘
引
で
草
勢

の
維
持
に
努
め
て
下
さ
い
。

追
肥

　

マ
ル
チ
被
覆
前
に
施
用
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
ま
だ
の
方
は
、
Ｖ
Ｓ
ゆ
め
9

袋
／
10
ａ
施
用
し
て
下
さ
い
。

潅
水多

量
潅
水
や
、
窒
素
成
分
の
高
い
液
肥

の
潅
注
は
根
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

加
温
作
物
の
保
温
準
備
に
つ
い
て

冬
が
近
付
く
に
つ
れ
、
気
象
の
変
化
が

急
激
に
な
り
ま
す
の
で
、対
応
で
き
る
様
、

早
め
に
二
重
被
覆
資
材
や
加
温
器
の
ダ
ク

ト
等
を
準
備
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

ス
イ
カ
種
苗
の
申
込
み
に
つ
い
て

（
11
月
中
に
各
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
か
ら

注
文
書
を
配
布
し
ま
す
）

 
豆
類
や
花
き
、
よ
う
菜
な
ど
他
品
目
と

の
連
携
に
よ
り
計
画
生
産
、
計
画
販
売
を

行
い
面
積
拡
大
、
有
利
販
売
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
苗
注
文
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

苗
の
追
加
注
文
に
つ
い
て
は
種
苗
会
社

の
理
由
、
優
良
苗
入
荷
、
計
画
生
産
、
計

画
販
売
の
観
点
か
ら
受
け
付
け
で
き
な
い

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
計
画
的
に
期
日
ま

で
の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】コミュニケーション能力が高まり、誰とでもすんなり親しくなれます。趣味が一致する仲間との交流もラッキー
【健康運】順調です。アクティブに動き回る好機　【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ天秤座 9/23～

10/23

14インフォメーション

以上のうち、一つでも「いいえ」となる場合、すぐに改善を行って下さい。

昨年度発生した事故では、防油堤は設置されていましたが、構造の不備により、コンクリートの隙間

から油が漏出しました。すでに防油堤を設置されている方も、重油タンクやホースは経年劣化しますの

で、ご自身のタンクやホース・防油提等が万全の状態であるかを必ず確認して下さい。

御坊市消防本部・田辺市消防本部・日高広域消防本部監修

大丈夫ですか？燃料タンクの安全対策

  危険物の量を自動表示する装置（計量装置）を備えていますか？

　　（ガラス管、ビニール管は不可（損傷防止をすることで設置することができる））

  タンクは厚さ2.6ｍｍ以上の鋼板を用いていますか？

  さび止めの塗装を施していますか？

  防油堤は設置していますか？

  防油堤は、鉄筋コンクリートまたは鋼板で作られていますか？

  防油堤の容量は、タンクの容量の100％以上になっていますか？

  防油堤タンク間距離は0.5ｍ以上となっていますか？

     （農業用タンクにあっては、運用として0.5ｍ未満でも認められている）

  �内部の滞水を排出するための水抜口はありますか？また、排水口は、開けたままになって

いませんか？

  タンクをボルト等で固定していますか？

  通気管を設けていますか？

  タンク直近に開閉バルブを設けていますか？

  タンクと配管との結合部分に損傷防止措置（フレキシブル配管の使用）をしていますか？

  防油堤を配管が貫通していませんか？

  金属配管（又は耐油ホース）を使用していますか？

  消防署への届出はされていますか？

◆チェックシート◆

　昨シーズン、管内でハウス用燃料タンクから油が漏れる事故が発生しました。河川への流出はありませ

んでしたが、漏れた油の回収のために、所有者の方には多額の費用負担が発生しました。

　御坊市・田辺市・日高広域消防事務組合火災予防条例において、燃料タンクについての基準が定められ

ていますので、これを機に、屋外に燃料タンクを設置している方は、改めてご自身の燃料タンクと安全対

策について、基準を満たしているかを確認していただきますようよろしくお願いします。



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�物質面より、内面の充実に意識を向けたい月。大掃除で不用な品を片付けるのも正解。気晴らしには音楽鑑賞を
【健康運】不注意になりがち。落ち着いて行動して　【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ蠍　座10/24～

11/22

15 インフォメーション

セブン－イレブン　御坊名田店
平成28年12月16日㈮AM7:00オープン!!

○
協
議
事
項

（
1
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
2
）
理
事
定
数
の
見
直
し
方
針
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
全
事
項
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

○
報
告
事
項		



①　

�

平
成
28
年
度
9
月
末
仮
決
算
結
果
に

つ
い
て

②　

�

平
成
28
年
度
9
月
末
組
合
員
加
入
脱

退
状
況
に
つ
い
て

③　

�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告
に

つ
い
て

④　

�

Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑤　

�

平
成
28
年
度
9
月
末
延
滞
購
買
未
収

金
に
つ
い
て

⑥　

�

県
域
企
画
応
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

⑦　

�

金
融
円
滑
化
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑧　

�

大
口
貸
付
契
約
に
つ
い
て

⑨　

�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
係
る
理

事
会
承
認
後
の
取
引
実
行
報
告
に
つ

い
て

⑩　

�

と
く
し
丸
事
業
の
販
売
状
況
と
4
号

車
導
入
予
定
日
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

第
7
回 

日 

時 

： 

平
成
28
年
10
月
28
日

場 

所 

： 

Ｊ
Ａ
本
店
3
階　

職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

左
記
の
通
り
、
職
員
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

発
令
日　

平
成
28
年
11
月
1
日

【　
　
　

】
内
は
前
部
署
で
す
。

谷
口　
　

充
…
…
監
査
室
【
美
浜
支
店
】

上
杉　
　

直
…
…
美
浜
支
店

【
共
済
部　

共
済
業
務
課
】

井
原　

隆
介
…
…
販
売
部
販
売
課 

経
理
・
精
算

シ
ス
テ
ム
室
【
御
坊
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
】

古
田　

英
之
…
…
販
売
部
販
売
課 

経
理
・
精
算

シ
ス
テ
ム
室
【
御
坊
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
】

金
川
紗
央
里
…
…
販
売
部
販
売
課 

経
理
・
精
算

シ
ス
テ
ム
室
【
み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
】

詳しくは、クアハウス白浜（　 0120－26－8167）まで
お問い合わせ下さい！



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�自信を持って動けば、新たな可能性が生まれる兆し。自己アピールは大胆に。未体験でも思い切って、ぶつかって
【健康運】安泰。評判の健康食材が体質に合いそう　【幸運を呼ぶ食べ物】ナガイモ射手座11/23～

12/21

16インフォメーション
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こころのうた
権の詩2015　優秀賞　小学生の部

『ぼくにできること』高野町立高野山小学校3年（当時）尾西 太智さん

（公財）和歌山県人権啓発センター

『人権』について
考えましょう！

「人権」とは、何でしょうか。人権は、人間

であれば誰もが持っている権利です。

人権問題は特定の人の問題ではなく、み

んなの問題、あなた自身の問題です。

「人権を考える強調月間」にあたり、人権

について書かれた子どもの詩をご紹介

します。

人権を考える強調月間
11月11日～12月10日

生産者個々が消費者ニーズに応え、生
産物の品質、収量の向上を目的とした
青年部主催の研修会を行います。

＊�青年部員以外の方も参加できますので、
興味のある方はご参加下さい。（参加申
し込み不要）

日　時　平成28年

11月22日（火）
　　　　13：30～
場　所　がいなポート 2階会議室
　　　   （御坊市名田町上野 1077-8）
内　容   （株）誠和　　
　　　　ハウス内の環境制御について
　　　　トキタ種苗　　
　　　　色々な野菜の種類について
　　　　日曹グリーン　
　　　　生物農薬等について

研修会の開催について
青年部主催

平成28年12月31日まで！
有効期限までにご利用ください

ついてのお知らせ
クーポン券に

いつもJA紀州をご利用いただき、誠にありがとうございます♪
JA農産物直売所クーポン券の有効期限は12月31日までと

なっております。
　まだご利用されていないお客様は
お早めにご利用
ください!

たわわ



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】人当たりがソフトで周囲から慕われそう。面倒見の良さを発揮しましょう。気分転換にはジャグジーがベスト
【健康運】運動不足で太りやすいかも。軽く体操を　【幸運を呼ぶ食べ物】ニンジン山羊座12/22～
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17 インフォメーション

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

8

【JAわかやま】

県内JA広報誌共通企画

新しい年の収穫や無事を祈りながら食べるお雑煮は、
神様へのお供え（お餅）のお下がりとして頂く料理。入
れる具材や味付けが地域ごとに違うのが特徴です。
近畿地方は、白みそで仕立てることが多く、味噌の甘
さがほんのりと感じられるお雑煮に馴染みのある方も多
いのではないでしょうか？
JAわかやまの加工センターで作る「手づくり味噌（白
みそ）」は発売20年以上のロングセラー商品。国内産大
豆と米麹を使い、職員が心を込めて仕込んでいます。手
作りならではの米、大豆の粒々感を程よく残した味噌で
作る味噌汁は、ひと口飲めばほっと一息つくような、優
しい家庭の味に仕上がります。
新年の始まりは、JAわかやまこだわりの「手づくり
味噌」でつくる美味しいお雑煮と共に、食卓を囲んでみ
ませんか？

こんなのあります！
手づくり味噌（白みそ）

【種　類】
　500g入り	 　税込550円
　1kg入り	 税込1,000円
【お問い合せ先】

JAわかやま営農生活部
☎073－473－9402

【取扱い】
JAわかやま直売所「愛菜てまりっこ」各店

名田支店管内からご紹介するのは、「お首さん」と呼
ばれ親しまれている『お首地蔵尊　観音寺』です。
天保11年（1840）、この地に住む吉平という人が、

山を開墾中に石棺を掘りあてました。粘土で固く密封
した石棺の中には、ミイラ化した人の首が納められて
いました。村人は観音寺境内に御堂を建て、そのお首
様をお首地蔵尊と称しお祀りしました。お地蔵様にお
参りすると、首から上の病気が治ると云われ、参拝者
は後を絶ちません。
お首地蔵尊では、病気封じ祈願等を行っています。

また、毎年4月の第3日曜日には会式が行われます。
霊験あらたかな観音寺に、ぜひ一度、足を運んでみ

てはいかがでしょうか。
【住所】〒644-0023　御坊市名田町野島1657

お首
くび

地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

  観
かん

音
のん

寺
じ

【写真】名田支店
　若野　瑞輝



ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想
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■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがきまたは
FAX（0738-32-7140）にてご応募下
さい。
　皆様からお寄せいただいたおたより、感
想等は広報誌・HP上に掲載させて頂く場
合がございます。その際は市町村・イニ
シャルを使用させて頂きます。ご了承下
さい。
　JA紀州ホームページにも、プレゼント
コーナーを設置しています。（別のクイズ）

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�変化が幸せを呼ぶ鍵に。部屋の模様替えやイメチェンをするとグッド。グループでの活動にも刺激がいっぱい
【健康運】良質な睡眠を。疲労回復に効果てきめん　【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ水瓶座 1/20～

2/18

18読者の広場

日高町志賀

ハナ子（ミニヤギ♀・4才）
リ　ク（リクガメ♂・推定10才）

中村家のペットは、ミニヤギのハナ子ちゃんとリクガメのリ
クくん。
ハナ子ちゃんの主食は草全般ですが、一応好みもあるよう

です。臆病な性格なのでびっくりさせないようにしています。
リクくんは、リンゴやバナナなどのフルーツ全般、野菜も

全般食べます。外に出ても夕方の放送でちゃんとおうちに帰っ
てくるかしこいカメさんです。

【取材】日高支店　吉成　信

飼い主：中村　靖弘さん（59才）

●先月号の答えは
 「サツマイモ」でした

10月号応募数：115通

『優
ゆ う

糖
と う

星
せ い

』
プレゼント!

●締切　
11月30日（水）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

② �丸太を積み上げてつくる家

⑥ �初心運転者が車に付けるマークは

この形

⑧ �鳥羽伏見の戦いに端を発する――

戦争

⑨ �ちらしや握りがあります

⑩ �壁や塀に絡まる植物

⑪ �西洋ナシの代表的な品種

⑮ �カニやイカの呼吸器

⑯ �シジミやアサリ、カキなど

⑱ �成羊の肉のこと

⑳ �前の反対側

 � �12 月 24 日の夜は――イブ

① �11 月は霜月、12 月は――
② �『ブレーメンの音楽隊』の中で一番大き

な動物
③ �正月向けの寄せ植えによく使われる植

物。キャベツの改良品種です
④ �肉、乳、角、骨などを利用する家畜
⑤ �徳川家康が晩年を過ごした――城。城

跡は静岡市にあります
⑦ �10 歳を――に 4 人の子がいます
⑩ �真冬に豪雪地帯の軒からぶら下がりま

す
⑫ �柵を英語で言うと
⑬ �千円札などに入れられています
⑭ �耳の中で音を受け取る器官
⑰ �灰をならしたり、上に自在かぎをつる

したり
⑲ �平成 29 年のえとは
⑳ �きねの相棒です

二重マスの文字をA～ Eの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

正解者の中から抽選で５名の方に、

■ヨコのカギ■タテのカギ

ミ　ニ
トマト

21



【全体運】�できる人と比べて落ち込む気配。「人は人」と割り切り、気持ちの余裕を取り戻して。自然に触れると開運に
【健康運】生活リズムが乱れそう。節制を心掛けて　【幸運を呼ぶ食べ物】イイダコ

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19～
3/20

19 ふれあいコーナー・表紙紹介

走るのが大好きで、陸上に
夢中の椿ちゃん。

ロボット大好きで、おねだ
り上手の藍右くん。

おませで笑顔がたまらない
癒し顔の咲ちゃん。

3 人とも、ペットのハムス
ターが大好きです。

表 紙 紹 介
くらしの活動課では、営農販売部の協力

のもと、様々な食農教育活動を展開してい

ます。春・冬野菜の植え付けから収穫、田

植えから稲刈り・稲はちの一連作業。収穫

した野菜やお米で料理教室を実施し、当た

り前に食卓に並ぶ野菜やごはんのありがた

さを少しでも感じ取ってほしい、との気持

ちを込めて取り組んでいます。自分で育て

た作物を嬉しそうに収穫し、自分で作った

料理を「美味しい」と言っておかわりする

子ども達。そのたくさんの笑顔に出会える

取り組みを、今後も続けていきます。

編集後記

上村　椿
つばき

ちゃん（10才）

　　　藍
あい

右
すけ

くん（7才）
　　　咲

さき

ちゃん（4才）

�ご家族からのメッセージ　
うちの宝物達、健やかに大きくなってね。
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JA Kishu
COOKING

vol.031

里芋コロッケ

里芋（正味）� 400g
合いびき肉� 200g
玉ねぎ（中玉）� 2個
バター� 10g
顆粒コンソメ� 小さじ1
塩コショウ� 少々

小麦粉� 適量
卵� 2個
パン粉� 適量
サラダ油（揚げ油）� 適量
ソース、ケチャップなど
� お好みで

＊ 作 り 方 ＊

ぽん！

＊材料（4～5人分）  ひと口サイズ約20個分＊

❶

里芋はよく洗って、皮に切り
込みを入れ、たっぷりのお湯
でゆでる。（竹串がスッと通る
まで）

❺

③と④をよく混ぜ合わせる。

❷

玉ねぎをみじん切りにする。

❻

⑤を約20 等分にし、俵型にまと
める。手にサラダ油（分量外）を
少々つけると丸めやすい。

❸

フライパンを熱し、バターを溶かし
て、合いびき肉を炒める。②を加えて
さらに炒め、顆粒コンソメ、塩コショ
ウを加える。水分が無くなるまで炒め
たら、バットなどに出して冷ます。

⑥に小麦粉、溶き卵、パン粉を
順番につける。

180℃の油で揚げる。キツネ色
になったら完成。

❼

❹

①の皮をむき、めん棒やマッ
シャーなどでつぶし、あら熱
を取る。

❽

女性会ゆらブロック長

菅野  幸江さん

外はサクサク、中はトロ～リ♪
ワンポイント！
ひき肉を半分の量にして、
えのき（約100g）のみじん切
りを入れてもGOOD!
（ひき肉、玉ねぎと一緒に
炒める）
ヘルシーでかさ増し
にもなりますよ。


